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Summary

 Three experiments were conducted to test the effects of air temperature and day length 

on the differentiation and development of flower buds of Stephanotis floribunda Brongn. 

 1.  Flower bud differentiation was stimulated at 23°/18•Ž (air temperature, day/night) but 

inhibited at 33°/28•Ž. Day length did not seem to have any effect on the course of floral 

differentiation. 

 2. Independent of the day length, air temperature of 33°/28•Ž hastened the development 

of flower buds. Under normal greenhouse temperature condition (temperature ranged between 

18° and 30•Ž), the development of flower buds and anthesis were obsereved when the night 

cycle was interrupted by four hours of light. Under short day photoperiod, flower bud de-

velopment was slow, and no flowering was seen during the experimental period. 

 3. Besides ambient temperature, internal conditions, such as nutritional status of the plant 

and maturity of the buds, as well as irradiance during the shoot growth may affect floral in-

itiation and/or development of flower buds.

緒 口

Stephanotis floribunda Brongn.は 和 名 をマ ダ ガス

カル シ タキ ソウ といい,白 い 花 に芳 香が あ るつ る性 の

植物 であ る.園 芸 的 に はマ ダガ スカ ル ジャス ミン と呼

ば れ,花 鉢物 として主 として春 に出荷 され る.花 は切

り花 として も利用 され,コ サ ー ジな どに用 い られ るた

め,秋 季 の 需要 も大 きいが秋季 の生 産 は ほ とん どない.

S.floribundaは 一 般 的 に は,6月 頃挿 し木 を行 な

う.挿 し穂 は その後1～2か 月 で発根 し,秋 にえ き芽

が伸 長 す る,こ の え き芽 を針 金 に誘 引 し,あ ん どん仕

立 て と して,4～6月 に開花 させ る.

花芽分 化 は,茎 の 伸長 と同時に行 われ,葉 え きに花

房 をつ け る(富 田 ・植 松,1975).S.floribundaは,一

般 に 花 芽 分 化 に 対 して は 長 日植 物 で,開 花 に は 高 夜 温

が 必 要 で(Kofranek・Kubota,1981),高 夜 温 と長 日

を あ わせ て 与 え る と開 花 を促 進 で き る と い わ れ て い る

(Kofranek・Kubota,1981;Kofranek・Criley,1983;

Vonk Noordegraaf・Beek,1972;Wikesjo,1982).し

か し,花 芽 分 化 は,18℃ 以 下 で は 抑 制 さ れ る(Post,

1949),夏 の 高 温 と乾 燥 に よ っ て 抑 制 さ れ る(富 田 剤植

松,1976;植 松 ・富 田,1976),日 長 の 影 響 は 大 き くな

い(富 田 ・植 松,1976;植 松 ・富 田,1974,1976)な

ど の 報 告 も あ る.さ ら に,生 産 者 も各 自の 経 験 か ら 以

下 の よ う に さ ま ざ ま な 意 見 を 持 っ て い る.電 照 は 開 花

に は 顕 著 な効 果 を与 え な い(原,1976),光 強 度 は 花 芽

分 化 に 影 響 す る が そ の 他 の 環 境 条 件 も影 響 す る(施 設

園 芸 編 集 部,1976),9～10月 の 低 温 で 花 芽 分 化 す る

(施 設 園 芸 編 集 部,1976),肥 料 を控 え,光 に 当 て て 茎

を 堅 く作 る と花 付 き が 良 く な る(佐 原,1972)な ど で

あ る.

1992年2月4日 受理.本 報告の一部は園芸学会平成元

年度春季大会 で発表 した。

*現在:早 川園芸(愛 知県安城市).
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現 在,春 以 外の 時期 に 開花 させ る こ とが むずか しい

のは,S刀o励 観 伽 の 開花調 節技術 が確 立 され て いな

い ため で あ る と考 え られ る.そ こで,本 研 究 では,気

温 と日長がSπo万 δ観4α の 花芽 分 化 に及 ぼす 影 響 と

花 芽 の発達 お よび 開花 に及ぼ す影 響 を明 らか にす る こ

とを 目的 として実施 した.

材 料 お よ び 方 法

実 験1

1988年6月 に農 家か ら直 径12cm,深 さ16cmの ポ

ッ トに1株 ずつ 植 えたS.floribundaを 入手 し,6月

27日,7月18日 お よび8月6日 に本 葉6枚 を残 して

切 り戻 した.そ の 直 後 に,昼 温33./夜 温28℃(高 温

区),28。/23℃(中 温区),23./18℃(低 温区)の 三 つの

自然光 型 フ ァ イ ト トロン お よび 換気30℃,暖 房17℃

に 設定 した 温室(温 室 区)に 分 け て搬 入 した.株 を入

手 してか ら温 度処理 を開始 す る までは,こ の温室 内で

栽培 した,摘 心 日と気 温 を組 み合 わせ て12処 理 区 を作

り,温 室 区 では1区26株,中 温区 では1区22株,そ

の他 の 区で は1区11株 を供 試 して実 験 を行 っ た.

9月1日 にフ ァ イ トトロ ン内の株 のす べ て を前 述の

温 室に移 動 した.こ の 日か ら11月15日 まで光 中断 を

行 った.光 中断処 理 は,白 熱 電 球 で22時 か ら2時 の

間,5μmol・m-2・sec-1の 光強 度 で行 った.温 度 処 理

開 始 時 か ら 光 中 断処 理 開 始 時 ま で の 自 然 日 長 は

13.0～14.5時 間 であ った.

茎は1本 だけ生 育 させ,あ ん どん仕 立て に して,茎

長 が140cmに なっ た時 点 で摘心 した.

肉眼 で確認 で きる花 芽(花 房)数 お よび 開花小 花数

を10日 ご とに調査 した,摘 心時 に,1株 当 た り5gの

緩効 性 肥料(ロ ン グ100,N-P2O5-K2O=14-12-14%)

を与 えた.

実 験2

1989年6月25日 に農 家 か ら入 手 した 直径12cm,

深 さ16cmの ポ ッ ト植 えのS.floribundaを 本 葉6枚

を残 して切 り戻 した.実 験1と 同 じ温室 とフ ァイ トト

ロン を用 い て実験 を行 ったが,中 温 ファ イ トトロンは

用 い なか った.1区8～11株 を供 試 した.

本実験 では,温 度 条件 に加 え て異 な る 日長 を組み 合

わせ,第1表 に示す 試験 区 を設定 した.光 中断処 理 は

実 験1と 同様 に行 っ た.短 日処 理 は,16時30分 ～8時

30分 の間 を暗 黒に して行 った.

整枝,摘 心 お よび施肥 は 実験1に 準 じて行 った.肉

眼 で確 認 で き る花芽 数 と開 花小 花数 を毎週1回 調査 し

た.

実 験3

1989年4月11日 に静 岡 大学 で挿 し木 を し,11月 中

旬 に茎長 が約10cmと な ったS.floribundaを 直径16

cm,深 さ22cmの ポ ッ トに2株 ず つ定植 した.実 験1

と同 じ温剤室 内で栽 培 を続 け,茎 長 が約180cmに な っ

た1991年2月 下 旬 に摘心 した.こ れ らの株 の うち,荘

芽 を1株 当た り3～6個 着け て い る もの を選 ん で1区

10株 で実験 に供 試 した.3月2日 か ら温度 お よび 日長

の処 理 を開始 し,各 株 の最 初 の3花 房 が 開花 した 日を

開 花 日と して記録 した.気 温 と 日長 の設定,施 肥 につ

いて は実験1お よび2と 同様 と した.実 験 区 の設定 に

つ い ては 第2表 に示 す.

結 果

実 験1

1988年11月15日 まで の株 当 た りの 開 花 小 花 数 を

第1図 に示す.6月27日 に摘心 し,低 温で8月31日

まで栽培 したL6区 の みが極 め て 多 く,そ の他 の 区 は

L6区 の1/5以 下の 開花小 花数 とな った.

Table 1. Design and plots of Experiment 2.
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1988年9月1日 に調査 した茎 長 を第2図 に示す.温

室,高 温,中 温 の各 温度処 理 区に おい ては,6月27日

に摘 心 した 区は茎 長が160～180cmで,あ ん どん が完

成 して い た.一 方,低 温 区 では,6月27日 に摘心 した

区で も茎 長 は約70cmで,7月,8月 に摘心 した区 に

お いて はほ とん ど茎 の伸 長は み られ なか った.

実 験2

10月16日 に は低 温短 日区(4区)を 除 いて,ほ ほ'あ

ん どん が完成 して いた.第3図 に7月3ユ 日か ら ユ0月

16日 まで に分化 した花芽数 を示 す.株 当 た りの花 芽数

は,実 験1と 同様 に低 温 ・自然 日長 区(1～3区)で

多 くな り,高 温区(5区)で 少 なか った.4区 に おい

て も10月30日 までに は1～3区 と同 じ ぐらいの花 芽

数 が認 め られ た.こ れ は,4区 では茎 の伸 長が 遅 く,

10月16日 現在 で摘 心 が行 わ れ てい な い株 が あ り,そ

の後分 化 した花芽 が 肉眼で確 認 で きる よ うに な ったた

め であ る,

株 当 た りの積算 開花小 花数 を第4図 に示す.10月17

日以後 を高温 にお い た区(3区)で は,開 花 は11月 上

旬 か ら認め られ,11月 中に終 了 した.10月17日 以後

を温室 内の環 境 に躍 き,光 中 断 を行 った区 の うち,1

区 と4区 は12月 に入 って か ら開花 を始 め,12月25日

の 実験終 了時 に も未 開花 の花 らい を2～4個/株(小

花 数 に して15～30個)着 けて い た.5区 で は,10月16

日までの高 温期 間 中に も開花 が認め られ たが,着 らい

数 が少 なか ったため,開 花小 花数 も少 なか っ た(第3

Table 2. Design and plots of Experiment 3.

Fig. 1. Flowering response of Stephanotis floribunda to diur-

    nal (day/night) temperature and their duration (data collected 

    on 15 November 1988). G, greenhouse; H, 32°/28•Ž; M, 

    28°/23•Ž; L, 23°/18•Ž; 6, 7, and 8 represent 27 June, 18 

    July, and 6 Aug., respectively, when treatments were begun.

Fig. 2 Stem growth of S. floribunda as affected by diurnal 

    (day/night) temperatures and their duration (stem length 

    measured on 1 September 1988). G, greenhouse; H, 

    32°/28•Ž; M, 28°/23•Ž; L, 23°/18•Ž; 6, 7, and 8 represent 

    27 June, 18 July, and 6 Aug., respectively, when treatments 

    were begun.

Fig. 3 Curves of cumulative number of flower buds formed in 

    S. floribunda as a function of temperature and day length.     •› 

: 23°/18•Ž (day/night) and natural day length; •  : 

    23°/18•Ž and short days; A: 33°/28•Ž and natural day 

    length.
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図).10月17日 以後 を短 日にお い た2区 に おい て は,

花芽 の発 達 の速度 は極 め て遅 く,実 験終 了 時 までに は

開 花 に至 らなか った.ま た,3区 にお いて は,花 芽 が

発達 中に黄 化 して落 らい す る もの が認 め られ,1区 や

4区 に比べ て最 終的 な開 花小 花数 は少 なか った.

実 験3

第3表 に 各処理 区 の開花 日を示 す.

高気 温下 で花芽 を発達 させ た 区(1,2区)に おい

ては,温 室 ・自然 日長 区(6区)よ りも19日 開 花 が早

ま っ た.高 温 に10日 間 置 い た後,温 室 に 戻Lた 区

(3,4区)に お い て も,や や 開 花 が促 進 され た.ま

た,こ れ.らの 区(1～4区)に おい ては,日 長 の影響

が認 め られ なか ったが,温 室 内 で短 日に して栽 培 した

区(5区)で は,実 験終 了 時(4月28日)ま で開 花 は

認め られ なか っ た,

考 察

花 芽 分 化 に 及 ぼ す 気 温 と 日 長 の 影 響

実 験1か らS.floribundaの 花芽分 化 は,静 岡市 の6

～8月 の 日長(13 .0～14.5時 間/日)条 件 下に おい て

は昼 温23℃,夜 温18℃ の 温 度 条件 に よ り誘起 され る

こ とが明 らかに な った(第1図).ま た,こ れに加 えて

日長 条件 につ いて も検討 した(実 験2)が,花 芽 の分

化 に は 日長 が大 きな影響 を与 え てい る とは考 え られ な

か った(第3図).

短 日処 理 を行 う と茎の伸 長 速度 がや や低 下 し(デ ー

タ省略),こ の ため,花 芽 分化 が遅れ たが,こ れが 日長

の影響 なのか短 日処 理 に よ る受光 量 の低下 の影 響 なの

かは 明 らかで は なか った.

したが って,静 岡の 夏の ような高 気温下 ではS.flor-

ibundaの花 芽分 化 は 行 われ に くい こ とが 明 らか に な

り,す でに報告 され てい るよ うに高 温 ・長 日に よって

花芽 分化 が促 進 され る(Kofranek・Kubota,1981)こ

とは ない と考 え られ る.

Kofranek・Criley(1983)は,S.floribundaを 高温

長 日植物 で あ る と してい るが,彼 らの実 験 にお いて は,

環境 条件 を花 芽 の分 化期 と発 達期 に分 け て設定 してお

Table 3. Effect of air temperature and day length on flowering of 

     S. floribunda.

Fig. 4 Cumulative number of flowers formed in S. floribunda 

    as a function of temperature and day length. •› : plants kept 

   at 23°/18•Ž (day/night) and natural day length until 16 Oc-

    tober. Plants then transferred to a greenhouse in which night 

    cycle was interrupted by 4 hr of light. •œ : plants kept at 

    23°/18•Ž and natural day and then moved to the greenhouse 

    and kept under short day photoperiod. •  : plants kept at 

    23°/18•Ž and natural day length and then moved to 

    33°/28•Ž and natural day length. •¡ : plants kept at 

    23°/18•Ž and under short day photoperiod and then in the 

    greenhouse with a 4 hr night break. •¢ :plants kept at 

    33°/28•Ž and natural day length and then transferred to 

    greenhouse in which night cycle was interrupted by 4 hr of 

    light. Data on 16 October show sum of data collected on and 

    before the date.
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らず,最 終的 な開 花数 よ り結 論 を導 い てい る,本 研 究

の結 果は,少 な くとも花芽分 化 に関 して 日長 は質 的 に

作 用 してい ない こ とが明 らか にな った.

しか し,昼 温23°/夜 温18℃ では,茎 の伸 長 は極端 に

遅 くな り(第2図),出 芽 も不揃 い であ った.し たが っ

て,茎 の伸 長 を抑 制せ ず に花芽分 化 を促 進す る温 度範

囲 は,か な り狭 いの では ない か と考 え られ た.今 後 は,

昼 温 と夜 温の 花芽分 化 に 及ぼす 影響 を分 け て明 らか に

す る必要 が あ ろ う.

また,花 芽分 化 に適 してい る と考 え られ た低 温区 に

お いて も,す べ ての 節に 花芽 が着生 す るこ とは な く,

節 を飛 ば して花芽 を着 け るこ とも多か った.こ の原 因

に つい ては 明 らか では ないが,本 実 験 にお け る低 温 区

の気 温が 花芽 分化 に対 して最適 で なか っ たため か,S.

floribundaが 花芽 を連続 して着 生 しに くい生 理 的特 性

を もって い るため では ないか と考 え られ た.

花 芽 の 発 遠 に お よ ぼ す 気 温 と 日 長 の 影 響

花芽分 化後 の 高気 温(昼 温33°/夜 温28℃)が 花 らい

の 発達 を促 進す るこ とが本研 究 に よ り明 らか にな った

(第4図,第3表).一 方,通 常の 温室 気温 下(換 気 設

定30℃,暖 房設 定17℃)で は,光 中断処理 を行 った場

合 だけ 開花 が認 め られ,短 日下 にお いて は花芽 の発 育

は極端 に 押 さえ られ,実 験2,3と も実験 終 了時 ま で

には 開花 に至 らなか った.短 日と高 温 を組 み合 わせ た

場 合 は,花 芽 が発達 し開花 に至 っ たこ と,お よび その

開花 日が 自然 日長 と高 温 を組 み合 わせ た場 合 とほ ぼ 同

じであ った こ と(第3表)か ら高温 に よ る花 芽の発 達

促 進効 果 は短 日に よる発 育 抑制効 果 を完全 に 打 ち消 し

た と考 え られ る.

Kofranek・Criley(1983)は,異 な る気温 と 日長条

件下 でS.floribundaの 開 花 を観 察 し,高 温 と長 日が 開

花数 を増 加 させ た こ とを もって,S.floribundaは 花芽

分化 に対 して高温 長 日植 物 で あ る と報告 してい る.し

か し,彼 らの実験 に お いては,環 境 条件 が花 芽の分 化

期 と発達 期 に分 けて 設定 され てお らず,最 終 的 な開 花

数 か ら結 論 を導 いて い る.本 研 究 の結果,少 な くと も

花芽 分化 に 関 して は高温 は抑制 効果 を持 ち,日 長は質

的 に作 用 しな いこ とが明 らか に な った.

花芽 を持 つ株 を10日 間高温 で栽 培 し,そ の後 温室環

境 に置 い た場 合,日 長 にかか わ らず花 芽 は発育 し開 花

した.こ れは,10日 間 の高温 期 間中 に発達 を開始 した

花 芽が 日長 に 関す る感受 性 を失 な って しま ったため と

考 え られ るが,そ の生理 的機 作 につ いて は今後 の検 討

が必要 であ る.海 外 では,あ ん どん 完成後8～10日 間

30℃ で栽培 を行 う例 が あ るが(Wikesjo ,1982),こ れ

は上述 の 花芽発 達促 進効 果 を与 え るため であ ると考 え

られ る.

以上 の こ とか ら,S.floribundaの 花 芽 の発 達 につ い

て は,す で に報 告 さ れ て い る よ うに(Kofranek・

Criley,1983)高 温 ・長 日が適 して い る こ とが明 らか に

な った.た だ し,高 温 の範囲 や限 界 日長 につ いては よ

り詳細 な試 験 を行 い明 らかに す る必要 が あ る,

高温 栽培 は,開 花 までの期 間 を短 縮 す るが,落 らい

を引 き起 こ した り,1花 房当 た りの小 花数や 小花 当 た

りの重 さが小 さ くな る(デ ー タ省 略)た め,鉢 物 や切

り花 と しての 品質 が低 下 す る.し たが って,開 花促 進

の ため に は出荷 時期 と品質 の 両面 か らの検討 を行 い,

気 温調節 と 日長調 節 を使 い分 け る必要が あ ろ う.

花芽 の ステー ジ

S.floribundaは 茎 を伸 長 しなが ら葉 の付 け根(葉 腋

よ り少 しずれ た ところ)に 花芽 を分 化 す る.し たが っ

て,本 実 験 にお い て茎 の伸 長初 期 に分化 した花芽 と摘

心 直前 に分化 した花 芽 では温度 や 日長 の処理 を始 め た

時 点 で分 化後 の 日数 に大 きな差 が あ った.高 温処理 や

長 日処理 を行 って も分 化 後あ ま り日数 の経過 してい な

い花芽 の 中に は開花 に至 らなか った もの も認 め られ た

ので,気 温や 日長 に対す る感受 性 は花芽 の 熟度や ステ

ー ジに よって も異 な る可能 性 が示唆 され た.ま た,株

の栄養 状態や 光 の 強 さにつ いて も今 後 の研究 が 必要 で

あ る と思 われ た.

摘 要

S.floribundaの 花 芽 分 化 お よび花 芽 の 発達 に及 ぼ

す 気温 と 日長の影 響 を検 討 した.

1.花 芽 分化 は23°/18℃ の気 温 で促 進 され,33°/28℃

の気温 で抑 制 され た.日 長は 花芽分 化 に対 して質 的 に

は作 用 してい ない こ とが 明 らか とな った,

2.分 化 した花芽 の発達 に は高 気温(33°/28℃)が 日

長 に対 して優 先 的 に作 用 す る ような促進 効果 を持 って

いた.高 気 温 が与 え られ ない 場合 に は,光 中断処 理 を

行 った場 合 は花芽 が 発達 し開花 に至 ったが,短 日下 で

は花芽 の発達 は極 め て遅 く,実 験期 間 中 には開花 しな

か った.

3.花 芽 の熟度,株 の 栄養状 態,光 の強 さな どの要

因につ い て も花芽 の分化 あ るいは発 達 に影響 を及 ぼ し

てい る可能性 が 示唆 され た.
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